


①施工前の確認 ⑤Lアームの長さを調整する

⑥ランプの照射方向を調整する

⑦電源電線の接続

②施工に際しての注意

※高所用製品の為、施工時ではなく、施工前に必ずご確認下さい。

③取付板の固定

④-1　Lアームを取付板に固定する（壁面等への取付時）

④-2　Lアームを取付板に固定する（看板上部等への取付時）
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（１）下図の様に、アームは垂直な面に取り付けて下さい。
口出線の引出部が下にくる様に取り付ける事で、アームへの雨水の侵入を防ぎます。

（２）アームの取付方向は、正面方向以外に、左90°、右90度、逆方向の
合計４方向が設定できます。（360°任意の位置で固定できる訳ではありませんのでご注意下さい。）

（１）付属の六角レンチを使用し、取付板の
「取付板締付ボルト」をゆるめ、
「アーム方向固定ボルト」　を外します。

②の（２）を参照に、取り付けたいアーム方向を定めて、Lアームを取付板に差し込みます。
ケーブル保護ブッシュが取付板内のストッパーに当たる様に奥まで差し込んだら、付属の六角レンチで
アーム方向固定ボルト、取付板締付ボルトの順でLアームを取付板に固定して下さい。

④-1項を参照しながら、下図の様に取付を行って下さい。
水抜け穴が横向きとなる為、アームパイプ内に雨水等が侵入しない様に
水抜穴にコーキング処理を確実に行って下さい。
同様に口出線引出部のコーキング処理をして下さい。
風圧や振動を受ける場所等では、看板天面とアームの間にスペーサー等を挟み、

スペーサーの上に乗り、加重が分散される様にスペーサーの高さを調整下さい。
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（２）取付板固定穴４か所を使用して、取付板を
看板や躯体に取り付けます。（M6ボルト非付属）
本製品の質量に耐える場所に確実に取り付けて
下さい。
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■内容物の確認
　※本体セット（ランプ、Lアーム、取付板）
　※落下防止ワイヤー（３M）
　※ワイヤースリーブ (２個）
　※六角レンチ
　※取扱説明書（本書）

（１）アーム伸縮固定ボルトを緩めるとアームを引き延ばせます。
適切な出幅となる様にアーム長さを調整した後、アーム伸縮固定ボルトを
締めつけて固定して下さい。
※伸縮可能範囲は裏面の図面を参照して下さい。

（１）ランプ根元のツマミを緩めて縦の照射方向を調整します。
適切な方向に調整し、固定して下さい。
ツマミ中央部の六角穴を使って、付属の六角レンチで更に確実に固定出来ます。
※角度調整後、ケーブルに負荷が掛からない様に、左図の様にケーブルを多少たわませて下さい。

①ワイヤー固定金具の穴にワイヤーを手前側から奥に向けて
差し込みます。

ワイヤーはアーム先端のワイヤー
固定金具とランプのワイヤー穴を
通して８の字状になります。
躯体との接続時など、ワイヤーを
輪っか状にする場合に、付属のワ
イヤースリーブを使って下さい。 

ワイヤーは緩みが無い様に、上方
向に引っ張る様に施工して下さい。 ③ワイヤー固定金具の穴に再度通します。手前側から奥に向けて

差し込みます。
④上から見るとこの様に８の字状になります。
ワイヤー固定金具ボルトにゆるみがないか確認します。

②ランプワイヤー穴を通して、奥に行ったワイヤーを手前に戻しま
す。

口出線と電源電線を接続し、スリーブ、自己融着テープ、絶縁テープなど
で確実に絶縁、固定します。極性は左図を参照下さい。

本製品にはワイヤー固定金具、ワイヤー、ワイヤースリーブが予め用意されています。以下の通りに施工する事で、アームの補強とランプの落下防止
を同時に行う事ができます。ワイヤースリーブは電工用リングスリーブ圧着ペンチを使用し確実に潰す事で、引っ張り強度 100kg の性能が得られます。
以下の図 Aと写真１~写真４を参照の上で確実な施工を行って下さい。

（２）アームの継ぎ目を覆い隠せる様に防水パッキンの位置を調整して下
さい。

■点灯不良の確認
　※口出線から通電させ、点灯確認を行って下さい。

■その他
　※器具、ケーブル、付属品に損傷がないか確認して下さい。
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⑧ワイヤーの施工

⑨点灯確認
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以上で施工完了となります。通電させて点灯確認を行って下さい。本書はユーザー様へ必ずお渡し下さい

アーム、ランプに８の字状にワイヤーを通す方法は以下の写真１～写真４を参照して下さい。
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（２）回転調整ボルトを緩めて横の放射方向を調整します。
調整後、付属の六角レンチで確実に絞め、緩み止めのナットで固定します。
※回転調整ボルトを緩めなかった場合でも、確実に固定されている事を確認して下さい。
　緩み止めナットが固定されているかを確認して下さい。
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